
五戸J11中流域における段丘地形について

木村和子

I はじめ P叩

青森果の東部を流れる五戸川の中流域の汚岸段丘に関してはいくつかの研究がなされているが、

低位段庇を合めた報告はほとんどない。そζで本論文では、同地域に発議する河岸段止をi豆位段丘

を合めて分類し、ぢらに若干の考察を加えるととにする。

口 調査地域の

五戸J!Iは，十和田湖の東方にみる戸来品 (1.159m)に源を発し，新郷村・倉五村・五戸町をほ

ぼ北東へ流れて八戸市の北部で太平洋に注ぐ全長約 56Kmの汚JIiである。 ζ乙で取り扱った地域t<t，

新郷梓のニノ倉ダムから倉石村・五.戸町の町村境までの約24Kmの範囲で島る。

青蒜県東損部の上北平野を流れる諸問川は洪積台地を関析する形で東流しており，五戸JfIの北に

は訟法寺台地を隔てて奥入瀬川が，また甫には五戸台地をはさんで二時淵川が流れている。

本地域の地質は，十和田・八甲田火山群の噴出物である火山岩屑によって影響を受けており，五

戸JI[1:・中流部の山地・丘陵は火山岩掃によって法く覆われている。段丘地形と関連する地質は，

新郷村の流域においては諜母質砂岩・シノレト岩・磯質砂岩ー蝶岩などよりなる斗問題であり，倉石

村涜域では右岸の凝灰貿中粒砂岩・雲母紫中~細粒砂岩を主とする久保砂岩ム

る(北村ら， 1972)。

しては 2万5千分の!の地形関， 4万分の 1

資料によった。

III 各段丘の特徴

窮地調査及び既轄の

議資地域の段丘私現河沫からの比高ー甜の連続性などから 4段の段丘に分類した(第 1国〉。

各段正について上位から分布状態・現河床からの比高・構成物などについて述べる。

i )第 i

i段丘は，大池・中)11(1979)が高諮段丘として分類したものにほぼ相当するものであり，

新都村の上栃概，小坂付近では左岸に，下栃棚から戸来付近までは右岸に断片的に分布している。

倉石村流域では，左岸の又重から山田付近まで分布するほか右岸には広く発達しており，高館段丘

の模式場〈八戸市高鷲付近〉まで連続している。

調査地域における第 i段丘の現汚床からの比高はおよそ 30-50 mであり，倉石村中市の主岸の
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.段丘構成物の柱状図第 2
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35 mである。ら

黒色表土の下に厚繕成物はLoc.
;ro 

これは粒径10 cmの中株滞石が見5れ，

h粟砂j1--5臨の淡葉色の細粒浮石であり，
在記

iま，灰白色のとも呼ばれている。 Loc.

5 cmの細か民化器器砂の間

さら;こその下方には大不動探石ろ才t，

なおLoc.⑤では

厚さ約8--9mの大不動淳石流説灰岩の中に

流凝灰岩が増穣していた。

炭化が混入しているのが認められた。

並びに河床縦断面図.段丘富投襲五第 3
五段丘

第五段丘Ia:，大油・中)[1(1979)の出面

る。新郷村の左岸では長崎・金ケ沢に，( 1985 )の五本木屈に相当する木段丘，

l段丘;こ討議する形で細長く分布

Loc.@では様高約日 m，Loc. 

ι分布し，倉石村では両岸にあっ

E段正の現持床からの詑高はおそよ 20--25mであり，

内
ぺ

υ

在岸では下栃棚か

している。



は標高約 120mである。

構成物はLoc. CDでは，褐色粘土窯火山灰の下方に粒径 1-数cmの磯が議じっており，その下に

は浮石の2次椎積物，風化採石砂が見られた。 Loc.③では，下方に擦を合b褐色粘土質火山灰，

7 -8cmぐらいの安山岩の磁を含むク口スラミナの発達した砂磯層が見られた。またLoc.@ 

では，黒色表土の下iニ厚さ約 10械の車部津花層が見られたの

iii )第叢段丘

車段II:は，大池・中)1[(1979)の新期火砕流台地~名久井段丘に相当するものであり，

では，新都村羽井内・小坂付近・金ケ沢に，右岸では戸来に分布する。 Loc.@での標高はおよそ

140 m.現河床からの比高は約 13mである。

講成物はLoc.@では，褐色粘土資火山灰の間に厚さは-20 cmlの滞石の患を 2枚はさんでい

るのが見られた。

i ¥1 )第百

-水野・堀田 (1965)が分類したGt車両に相当する。いわゆる沖積段丘で

ある。 り下流側では広く しているが，倉石村・新築村の流域ではニノ倉ダム で

分脊するものの，その縞は狭くなっている。

現河床からの比高は，調査地域を通じておよそち-7mであり，多く

状に立地している。

乙の段正面上に列

構成物はLoc.

灰が堆積しているの

では，粒佳 7-8 cmの磯ど浮石が浪じった層の下に浮石の}説褐色粘土紫火山

られたが，露頭条件が悪く詳細は不明である。

W 考 察

本地域に分布する段正について，火山岩腐麗の降下時期について 14C年代測定法などを捜用して

報告している既存の資料によって，その形成時期を検討してみたい。

…般にi窃館掘と同時期に形成されたと考えられている車関東の

とされており，宮内 (1985)は高館岡の形成時期をテフラ

ワス・ヴュノレム問えた期

く編年によって 11-12万

前とし，この最終間氷窮極柑期の絶対年代が世界的 12-13万年前ι集中していること

からもと きるとしている。よって高態揺に相当する第 i段正の形成時期はほぼ 11

-13万年前と考えられる。

葉段II:fま，犬池・中JII(1979)の出面木段丘に相当するが，この面はその最低位惑と高館火山

によって被覆されていることが明らかにされている。今回の調査では第 H段丘の構成物とし

て確認するζとはで者なかったが，高館火山灰の上部に発達している大不動静指流凝灰岩の噴出年

代が25，560土1.340年前(大地. 1978)であることより，第E段丘は少なくとも 3万年前には既

に形成されていたと考える。

車段王は，大池・中JI!(1979)の名久井設li'こ相当するが，大池・中)11(1979)は完新世
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火山f.J(が ていると報告している。先新世火山灰の最下層の二ノ倉火山灰の

〈大池・中)11， 1979)より，第麓段丘はおよそ 9千年前までには形成され

ていたと考える。

あるが，その構成物として

4，000年前以降に形成されたと考える。

るζ とができなかったので，

そ

V まとめ

五戸川中流域の段丘地形の分類を試み，各段丘の形成時期ιついて若干の検討を加えてみた。そ

の結果は以下のようにまとめられる。

本地域における河岸段丘は4段の段丘面に分類するととがで

--1 3万年前L 第E段丘iま3万年前以前;こ，第韮段丘は5

i段丘はおよそ 11 

そして最低位の第W段丘

は4千年前以時

なお，

られる。

ιついての検討が今後の課題として残された。

最後に本論文を作成するにあたり多くの御指導をいただいた水野先生，

ます。

に探く感謝致し
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